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Case Study 

C くん(3歳児・男)が頭を強打して出血してしまいました。 
夜間だったため、両親が救急外来に駆け込んできました。傷口は縫合が必要でしたので、その場で処置を済ませまし
た。 
意識ははっきりとしているようですが、両親は不安な様子です。CT 検査の必要性について、DynaMed を使って確認
してみましょう。 
 

Question 

「CT 検査の必要性」について、C くんのような「頭部外傷を負った小児患者」が「意識レベルが高い（リスクの低い）患
者」への適用の是非について記述された情報が必要です。 
この事から想起されるキーワードは・・・ 
・ Head Injury / Trauma 
・ Computed Tomography(CT) 
・ Coma Scale / low-risk 
などが挙げられます。 

 

Search 

まず、DynaMedのトップページから、疾患・症状の名称（Head Injury）で検索してみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検索結果の Head Injuryをクリックすると、“Traumatic brain injury”のトピックが表示されます。 
より詳細な情報に的を絞るため、トピックの“Related Summaries”を見てみましょう。 
 
                                                     

 
                                                     
                                                                      

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
今回調べたいテーマにぴっ
たりの“Decision rules for 
computed Tomography in 
head injury in Children”と
いうトピックへのリンクがあ
りました。 

 
この情報を参照してみまし
ょう。 
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“Decision rules for computed tomography in head injury in children”のトピックを表示しました。このトピックには頭
部外傷の小児患者に対する CT検査実施の意思決定に関わるエビデンスについてまとまっています。 
まずは“Overview”を確認してみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PECARNルールについて確認してみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記事を読んでみると、C くんのような低リスクの患者には・・・ 
上記のような点を確認し、すべての項目に合致した場合 CT検査の必要性は低いと言える、ということがわかります。 
 
“PECARN predication rule”をクリックすると、ルールに関するより詳細な情報が確認できます。 
Evidenceの項目より、このルールの有効性に関する情報が確認出来ます。 
 
 
                                                  
 
 
 
 

 
                                                  

 
 
その他、Glasgow Coma Scaleや, Severe Injury Mechanism とはどのような基準なのか？についても同一トピック
内で確認が可能です。 
 
DynaMedには臨床判断に必要な様々なトピックが用意されており、特定のガイドラインなどに関するトピックも必要に
応じて作成されています。疾患トピックには治療・予防・身体所見・病歴・診断・予後などの項目があり、疑問の種類に
応じて適切なサマリーを効果的に探すことができます。 

（作成日：2011年 6月 15日） 

↑ PECARNルールが、CT検査が不要な低リスクの小児患者であることを判断するの 

が有効であるようです。 

また、その他にいくつかあるルールや基準に関しては、検証が十分でない様子がうか 

↓ がえます。 

参照文献へのリンク（主に PubMed）

から、文献データへのアクセスが可

能です。 


